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金融引き締めによる設仙技巧抑別策のため,わが国の産業糾よ,

馴古の繰り延べあるいほ中止の方向に向かい,したがって迎搬荷役

機械の受注も減少するに至った〔ただし笹川滴でほ1淀釘1捕-の椚化

のため引き続き多忙をきわめた｡

特に鉄鋼および電力関係で大形話別r前の完成が見られた｡すなわち

R木鋼管株式会社に1,000t/hアンローダ2払 八幡雀望鉄株i〔会社

に500t/hの橋形クレーン,電源開_発株ン亡会社人息発電所に380トノミ

井クレーンおよび東北電力株式会社揚川発電所に220tプこ井クレー

ンなどである｡

ま'た輸出に対しても引き続いて活発でインドシヤラバティ発電所

向け210t,台湾石門発電所向け200tなどの天+1ニクレーンがあり,

イソドTATA襲圭鉄所にほ引き続いて4子†の大作クレーンの完成を

みた｡またマレー連邦ロンピソ鉱Il【に鉱石用1,400t/hスタッカを

納入したことも注目すべきことで,木椀はi北地で好調に活躍Il‾-であ

る｡

以上のように多忙をきわめた反面,新機種新柄剋lのものもソ亡成す

ることができた｡すなわち前に試作を終えて二‾l二場内で使用しつつあ

る天井クレーンの無線操縦が初めて八幡態竺鉄株式会祉戸畑製造所で

20t天井クレーンに使用され現加点絹司袈に稼抄いであるっふ頗クレ

ーンの池｢E駆動化も完成し油圧のこのノブ向への妃川‾]の先頭をきっ

たっ

また最近の建築ブームに対し高八=圭子娃築川とLて砧パ‾貨‖1タワークレ

ーンの完成をみた｡木機は従来のデリックを利用した非能率な_卜法

に変革をもたらすもので,口立懇望作所独特の親Jlブーム式の掛斉杓

な構造のものである｡他方製鋼用として3･5tフロアチャージャが

ある｡本棟は従来のチャージングクレーンに代わるべきもので幾多

の特長を持った高能率の新機種である〔

15.1.1輸出天井クレーン

(1)発電所用天外クレーソ

37年度にインドシヤラバティ発電所向け210/40t天井クレー

ソ2台,台湾石門発電所向け200t天井クレーン1台を輸出した

が両校ほいずれもその容址において輸出天ルクレーンの記録r7r-で

ある｡シヤラバティ向けほ400tつりビームと210/40t天井クレ

ーン2台で主機の据え付けを行なう2クレーンノJ式で,発電機を

2基以上備える発電所の荷役に最も適した方式である｡台湾石門

発電所向け200t天井クレーンは100tクラブ2台の2クラブ形

で巻上装置の速度制御にインダクショソブレーキ方式を採用し安

定した低速を得られる高性能クレーンである｡

(2)インドTATA製鉄所向け天井クレーン

インドTATA製鉄所には30年度以来48台の天井クレーンを

納入しており,現在いずれも好調に稼動しているが,それに引き

続き37年度に80/20t x55′天井クレーン1f｢,30t(15t x2ク

ラブ)×120′天井クレーン2台,15t x95′天井クレーソ1台を納

入した｡これらは従来の経験と実続を生かした新鋭棟で,AISE

規格により設計を行ない,ミルサービス川天井クレーンに最も適

合する高級クレーンである｡なお現在60/20tx71′天井クレー

ソ,30t(15tx2フック)×70′天井クレーン,30t(15tx2ク

ラブ)×120′天井クレーソ各1台を引き統き昏注作小である｡
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第2図 TA′rA聾竺鉄所納30t(15tx2)天井クレーン

(3)そ の 他

戦後愉出した天井クレーンのほとんどほ発韻所川,またほ製鉄

所用クレーンであったが,37咋.掛まこれら以外にセメント工場川

および一般工場用天ルクレーンを多く輸出した｡輸出先は韓同,

インド,フィリッピソ,ユーゴースラビアと広範脚こ及んでい

る｡

15.ト2 発電所用天井クレーン

活発化する電源開発に伴って近来発電所工機据付用天井クレーン

が数多く懇望n三されているが,37年度製作したおもな発電所和夫非ク

レーンの概要を次に紹介する(

(1)電源開発株式会社大鳥発電所納380t(190t x2)×18･5m

天井クレーン

本焼は_[泣クラブ2フック式で,190tフック2個を備え各フッ

クはそれぞれ叶1独の電励様によケ)駆動さjtる｡主機のつり上げに

は2偶のフックを榔旨に遁転して行ない,この場合ほ二つの電動

機をクラッチで連射音しでi■己仝な同一速度が得られるようにしてあ

る(クラッチを抑)放せばそれぞれのフックは単独運転すること

ができ190t以下の御覧を行なうことができる(また各巻上矧･ソ仁

にほ手動速度切杏矧Fたを設け80t(40tx2)以下の小物を運搬す
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第3国 電源開発棟式会社大鳥発電所納380t

(190tx2)×18.5m天井クレーン工場組立中

るときほ速巻きに切替えて能率よく荷役を行なえるようになって

いる｡

なお両側ガーダ下部には10t ロープトロリを備え荷役範州の

拡大を阿っている｡

(2)東北電力株式会祉揚川発電所納220/50tx17.9m天井クレ

ーン'

本枚ほ220t主フックと50t帥フックを抑えたFiう.クラブ形で,

祁巻装昂引ま3長即断こ速度を切F)伴えることができるっすなわち

50t3m/min,15t9m/min,15t12m/minで3m/min,9m/

minほ1台の電動較で退転し,12m/minのときは2千丁の電動擬

を使用して運転する｡速度の切符えは差勅歯巾楼椛による方式を

採用し運転室内の切‾替スイッチにより補巻制御器を_∫il独あるいは

併用して操作するもので,本機の切符装掛ま手動切帯え,またほ

サーボリフタ切替えなどによらない最新の方式である｡

(3)北海道電力株式会社新江別発電所納130/30t x20.375m

70/25t x20.375nl天ルクレーン

充電隣工機つF)上げにほ130t天井クレーンと70t天井クレー

ンを併用して作業するもので,27今のクレーンほ同一ランウエー

Ⅰ二に設FEモさjl,逆転速度ほ両クレーンとも,同じとなっている｡

木機の特長は,両クレーンとも主巻第一段減速装抑こ差劫歯ヰ機

構を設け子モータを駆動してインチソグおよび超微速逆転ができ

ることで,この操作ほ制御器とは別に抑ボタンスイッチにより行

なうものである｡

15.1.3 製鉄所用天井クレーン

最近製鉄所における天井クレーンほ,作業の能率化および作業人

員の節減のため,性能の向上とともに各種の特別仕様を持つものが

ふえている｡これらほ作業勝率を上げると同時に作業上の危険を減

少するなど多くの利点をもっている｡

(1)八幡製鉄株式会計戸畑塾生造所納無線柁縦20t天井クレーソ

本クレーンは,転炉の上に.三弦『亡され,炉のれんが,ランス,フ

ードなどの運搬および修理用に用いられるものであるが,煙がた

ちこめ見通し悪く,またガスの発生の恐れがあるため,工場の中

段歩道から無線操縦する方式がとられた｡一般に無線媒縦式ほ,

ケージからの運転に比べ,次のような場合にすぐれている｡

(1)危険な場所(たとえば高温の放射熱,節,ガス,放射線

などがぁる所)

(2)兄)包しの想いJ拐巾(たとここトシ､､ソナのたかなど)

(3)=別のむずかL･いところ(怖淋こ長いスパン,i亡'古いリフ

トなど)

霊魂

第4国 東京製鉄株式会社阿山工場納

3.5t上木上装入機

(4)一人で王掛けと運転をする必要がある場合

20t大作クレーンの無線操縦彗引制ま雑音の少ない160Mc帯を

搬送泌として川い,2月一日披机み合わせの信号波によりF8(PM)

変調しさらに受信側に1′l己チェック回路を設けたので,雑音によ

る諾主動作がまったくなく,また指令から動作までが0.1秒以内で

子fなわれるためインチソグ性能がよい｡

(2)大同聾望鋼株式会社知多工場納リフティングマグネット付旋

r‾!口形10t天井クレーン

本クレーンほ銅片運搬用のクレーンで,荷をつったまま水平面

内で,白｢flに円転させることができる｡回転数は,毎分3回転

で,取扱物を必要な所へ定められた方向に置くことができる｡

15.1.4 製鋼クレーン

37年度における醐硝クレーンは,各製鉄所の超大形LD転炉の完

脚こ伴い,大解造高速機が多数一撃豊作納入され,実動開始した｡

一方分塊作業のが1!化も進入,ソーキングピットクレーン,カバ

ーキャリッジ,インゴットバギーなどの総f淵J御がクローズアップ

され これを実男己した｢.

そのほか,平か用床上装入機,大形ソーキングピットクレーンを

多数拳法作した〔

輸H関節では,ブラジル向け特殊形リフマグ付スラブ反転用セミ

ガントリクレーンを3台拳望作した｡

(1) レード′レクレーン

超人形転か｢11として,川崎聾竺鉄株式会社千葉製鉄所用220/40t

X25mレートルクレーン3台(うち1台ほ溶銑用,2台は造塊

川),八幡拳法鉄株式会社戸畑製造所用220/35t x20.5mレードル

クレーン造塊用2‡子を製作した｡これらほ,高速レードルクレー

ンとしてわが国枝大のものである｡川崎製鉄株式会社納の3台

は,電子管式計弔矧託を備え,走行ブレーキとして,この種大形

J海軍攣
題罠.
ノ_′詳‡

一重ケ tg

ヒ :好

窮5阿 川l崎彗竺鉄株式会社納220/40tx25m

レートルク レーン
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第6図 日本ウジミナス株J一(会社納

10tセミ カソトリーク レ叩ソ

高速レードルクレーソに対して初めて採用した,可変fljリ動トルク

ブレーキを備えている(電圧制御サーボリフタ式および油圧i宅)｡

また造塊用の2台にほ,オートポア装旧を設けてある｡

(2)床上装入磯(フロアチャージャ)

東京製鉄価式会社岡山工場に,平炉用3.5t以三上装入機を2≠ナ

納入した｡本税は,保守,運転性,寿命などあらゆる面から検討

を加え,諸種の新柄想を盛f)込んである｡そのおもな特長は,次

のとおりである｡

(i)装入箱固定ロッド操作には,サーボリフタを使用し,足

ぶみクラッチで簡単に操作できる｡なお非借用として,クラッ

チで簡単に手動式になる(特許出願中)｡

(ii)ラムの先端が,炉内装入物に乗り上げ,前輪が浮き上が

った場合,簡単に引きもどすことができる(特許出願中)｡

(iii)後輪には,特殊緩衝装拉を使用し,負荷の変動によるク

ラブ重心の急激な変動に対しても,クラブは衝撃を受けず,安

定した横行操作が可能である｡

(3)分塊工場における総合制御方式(ソーキングピットクレー

ン,カバーキャリッジ,インゴットバギーなど)

大同製鋼株式会社分塊圧延工場用主賓機器は,日立製作所より

一式納入した｡これらの機器は,総合メーカーの特色を生かした

総合制御方式を採用しており,均熱炉の選択,諸機器の自動およ

び手動運転の選択,作業指示など,司令左で総括｢伽こてl仰

せている｡

司令宅で鋼塊を取り出すべき均熱炉を選択すると,インゴット

バギーは,自動運転を開始し所定の位拉に待機する｡一方ソーキ

ングピットクレーンの運転宅より,均熱炉カバー開きの信ぢせ送

ると,さきに選択された炉のカバーキャリジは自助運転によりカ

バーを開く｡次にソーキングピットクレーンで,鋼塊を均熱匁iか

ら待機しているインゴットバギーに移し終わると,クレーン運転

手の押ボタン授作によりインゴヅトバギーは発進する｡次いでカ

バーキャリジのカバー閉じ)型転がト司じくクレーン脚転宅よりの信

号により行なわれる｡

そのほか,インゴットバギー･プッシャなどに及ぷ仝[l勅総合

制御が行なわれている｡

(4)スラブ反転川セミガントリークレーン

製鋼二t二場で,分塊から圧延への【一口間過程のホットスカーフイン

グにおいて,従来は天井クレーンを使用して手作業的方法でスラ

ブの反転を行なっていたが,この方法では静粛な反転が不可能

で,スラブに傷がつきやすく,作業に危険を伴うなどの欠点があ
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り,分塊と比延とのIrりを連続作業でつなぐ階パとなっている｡

今Ii_-1尤成したリフマグ付セミガントリークレーンほ,ガイドバ

ー付きの特殊クラブを採肌
特殊形リフマグの電磁力とクレーン

の動きを巧みに机み合わせて,1人の運転手によりきわめてIt捕

安全に180度の反転が行なえるようにしたわが国最初の新鋭機で

ある｡特にセミガントリ式とすることにより上部大井走行クレー

ンと立体交差でき冷却17-ドの利外事を高めるとともに,スラブ

の受け入れ,払い出しが門附にイJなえるなどの利点を術えてい

る｡

15.1.5 日本鋼管株式会社(扇島)納1-000†/hアンローダ

聾旦鉄設術の拡張および合理化の一環として,日本鋼管株式会社で

も,水汀,大島,川崎地区の設備増強を計画 これが原料受入設肺

として鼠l如こ大規模な陸あげ,貯蔵払出設腑を設置,輸入鉱石およ

び石炭をいったん陛あげ,貯蔵後,前記各製鉄所の需要に応じて払

い出しを行なうことになった｡

扇島貯鉱場の拉終的な捌J納容ほ鉱石用岸壁500m,石炭用岸兜

3001Tl,ならびに延長600mに及ぶ鉱石ヤードと延長800mの石炭

ヤードを仙え,鉱石および輸入炭用として1,000t/h級アンローダ,

同山炭用として300t/h級アンローダ,貯蔵払い出しを行なうスタ

ッカ,リクレーマ,積込樅などのヤード椀械設肺一式ならびにこれ

らを連結する一連のコンベヤ設脈より成るきわめて大規模なもので

ある∩

すでに1糊二I‾満の陛あげ,貯ノ践払い出し吉男珊iおよぴその付朽設肺

は大半が完成,1,000t/hアンローダによる大形和用船の荷役が開始

されるに至った〔

今川納入した1.,000t/hマントロリ士〔アンローダ2基は,これら乍

設備のうち,拉も屯安な鉱石･木炭の性あげ作業に従]-けるもの

で,これが性能甲良州ま貯鉱場設仙全般の死命を制すると言っても

過言でほない〔

木アンローダは八l附集注鉄株式会社戸畑て卓皇道所に33年度納入した

1,000t/hアンローダと同一什様のものであるが,過去の‾デ亡屯な位J‾11

〕淵i如』としてさらに故山を加えたものである｡完成以来好調メ如こ

鉱石･ホ朕を大形脚け脈よF)陣あげ,大いにその威力を発押して大

1-rj:鉱場托あげ.馴如こふさわしい威プ手を誇っている｡おもな特長を†邦

_榊こJ言妃明すれば
(1)アンローダ本体とコンベヤカーが切り放せる椚造となって

いる(卜I+t/二て兵法作所特許)｡これにより能ヰく的な仮あげができ後方設

仙の郁丹でヤード送りができない場合でも船からの陛あげ作業は

紺すられ船のquickdispatchに有効である｡

(2)コンベヤカーのフィーダには高マンガン鋳鋼製エプロンフ
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第8図 八幡製鉄株ノミ仝礼納500t/h橋形クレーン

イーダを佐用,大塊溜‾‾卜の衝撃に耐えるとともに即翠によりエプ

ロンがますます硬化して耐悸性が増加するようになっている｡

(3)速度制御をよくするためレオナード制御を採用,さらに

HTダイナモ(日‾!t式円転増幅器)を使川して速応性をよくした｡

(4)電動機は加減速時間をプまま縮するためGD2の小さい重負荷

形としてAISE#600形のものを抹川したっ

(5)船倉内での荷役を郭如こするためバケット旋l叫形のいオっゆ

るターンテーブル式とした｡

(6)軽量化を図るため必安に応じて特殊鋼,怪合金,高張力鋼

を使用した〔

(7)海側ホッパの過∫1荷防止装掛ま計量機を兼ね,後方コンベ

ヤメリックスケールのチェックができる構造となっている｡

15･1･る 八幡製鉄株式会社納500†/h橋形クレーン

八幡製鉄株式会社戸畑製鉄所1,500t高炉の原料搬入クレーンと

して,500t/h橋形クレーン2号機が実動を開始した｡木椀は1号

放と同じく高ひん度,高能率を安求されるクレーンで各部は使いや

すく,かつがんじょうなものとなっている｡巻上荷重22t,スパン

40mでおもな特長としては次のようなものである｡

(1)巻き上げ,開閉,枇行,走行の各操作ほ■HTDを用いたワ

ードレオナード制御である｡

(2)巻き上げは等容竜2電動樅によるセパレートウインチで巻

上時ほ負荷平衡制御を,また巻下時ほ揃速制御を行なう〔

(3)マントロリ併行の極限にほ絶縁トロリ(特許第187283号)

を使用した円滑な減速を行なう｢

(4)運転ほデスクセットに組み込んだユニバーサ

ルコントローラにより能率的むこできる｡

15.1.7 境回クレーン

(1)概 況

36fF度の旋回クレーンについて1■､ド任さjtる市項と

しては

(1)張殻榊造のふ頭クレーンにおいて輸出を含

め8台の納入実績をあげた〔

(2)油汗駆動のふ頭クレーンを舟成した｡

(3)独創的な機隅(別J'一ブーム式)の建設用タ

ワークレーンを完成した〔

(4)電子管式称托汁を川いて転倒防止(l]本鋼

管株式会社水江言歩婆紋所6tI一ⅠノC〔グラブ付きとし

てほ損初)や計石川i｢川1電二j二株∫(≦詫ヒ竹原工場5亡

Ⅰ_LC)を行なった〔

(5)造船用として80tおよび50t塔形クレー

ンを納めた(大阪造船株式会社,日立造船株式会

評 論

鞄

第45巻 窮1号

第9凶 日新運輸倉庫株式会社納5tふ頭クレーン

社)｡

(2)ふ頭クレーン

5t x20mふ頭クレーンを,日新運輸倉樺株式会社に納めたの

を始めとして,この一年間に8台を納めた｡すなわち,東洋工業

株式会社へ三輪トラックなどの積み出し陸あげ用として3t x

15mのもの5台,インドネシヤ海軍スラバヤ造船所へ5t x14m

のもの2台である｡

これらのふ頭クレーンは,いずれも薄板溶接の箱形断面からな

る張殻構造で外観もスマートであり,荷重によって巻上速度を変

えるなど能率のよい荷役ができる｡

(3)油圧クレーン

油圧駆動ほ自由な速度制御性,過負荷および衝撃の緩和,慣性

力の減少など荷役機械に適した特性を有するので,今後クレーン

に広く採用されるべき方式である｡36年度行なった研究をさらに

進め操作系統を改良した5tx21.5mふ頭クレーン(張殻構造)を

光成した｡目立拳法作所亀有工場でほ屋外組立用として使用してい

る｡

(4)建設用タワークレーン

従来高僧建築物の建造にはデリッククレーンが広く用いられて

いたが,トラ綱,せり上げ,見通し不良などの問題でその作業ほ

＼

も

′‾転き 習‾桑i
～ゴマ
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第10凶 紐設用タワークレーン 第11図 建設用タワークレーン

(主ブーム使用時) (補ブーム使用時)
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引込7小一ム 弓l込ロープけ

】l‾よ､//盲i石二手仁

＼､1ン

こ■阪 〆
/

(a)

Ⅲ1..
7■7｢r▼:r てワァ7 TTT

(1っ) (c) (d)

節12図 加 茂 用 タ ワ ー ク

能率悪く安全性の低いものであった∩ これに代わるべき高能ヰi,

高安今度を右するi､帥jのタワークレーンの川+ユはミ7Jfたれでi:ゴー)36

年度よF)研究試作を進めてきたが,わがr叫の祉築｢法に適Lた独

創的な機構を打つ親子ブーム式址丁子貨川タワークレーンをノノL成し

た｡

木椀の特長は

(1)建造物を脚光する部材の取馴こ介わせ荷役条件をおのお

のに適するよう選び,低所では主ブームを用い大容並(5t)を

低速(12.5m/min)で,高所では主ブームを立ててマストとし,

これに補ブームを取り付けて小容量(2t)を高速(25m/min)

で取り扱うようにした｡

(2)低所姿勢より高所姿勢への切り替えが自力で容易にで

き,1回で済ませられる｡切り合え作業は第12図でホすよう

に(a)補ブーム取り付け,アタッチメント取り付け,ロープ

掛け替え(b)(この作業以降自力)主ブーム立て(c)補ブー

ム伸し(d)結合(e)ブーム巻き上げ,運転室移動(f)釣

合錘移動(g)高所姿勢となる｡

(3)旋回角度無制限｡

(4)HM制御により微速巻下し可能｡

(5)運転室位置は見通しがよい｡

(6)運搬に便利なるよう鉄骨部分は分解容易｡

(5)ジ ン ボ ー ル

プラント建設に際して大壷畳の機器の陸あげや据え付けを行な

うために,枚動性のあるジンポールが用いられている｡

日本通運株式会社(新潟ふ頭)にほ380tのジンボールを納入

し,290,000kVAのトラソス(250t)などの重量物の水切りを行

なった｡その後これを丸善石油株式会社五非に移設し,アタッチ

メントを取り付け250t x40mジンボールとなし蒸留塔(250t)

の据え付けを行なった｡

移設のための分解組み‾1▲上てに便なるよう鉄骨の組

み立てにほ,ハイチソションボルトを用いている｡

】5.2 ホ イ ス ト

荷役合理化の進展に即応し,36年度に引き続き小形

軽量化を図ったミニホイストおよび中速`▲-E助トロリの

系列化を推し進める一方特殊ホイストとしては船舶荷

役に適した性能を備えるホイスl､の製作を開始した｡

また広範田1な用途をもつチェンブロックを電動化した

操作性のよいモートルブロックを開発した｡

15.2.1500kg仙H形ミニホイスト

在来のミニホイスト系列をさらに大容量のカへ進め

た機種として500kgMH形ミニホイストを製作した｡

本機は250kg ミニホイストのチェソを2本づりとL

たもので,従来のミニホイスト同様長寿命のコーソブ

レーキおよび自己制動装抗を用いて安全,確実である

とともに減速部,軸受部などの損失を少なくし効率が

l

【

巻⊥

7＼て｢

(､e′)

レ ー ン 糾 立 方 ユー〔

//

′′

潔
∵
ノ

m ファアて

(f) (g)

窺-_‾漂鷲彗曳

m

窮13図 380t ジ ン ポ ー ル

よく安価である｡巻_l二げ容量500kgで揚程ほ3m,巻上げ速度は

5/6m/皿in(50/60c/s)である｡

15.2.2 2～3†ホイスト用単速電動トロリ

従来日立製作所独自の高性能を誇っていた二重速度電動トロリに

加え近年短距離高ひん度運搬が増加し単速度トロリの要求が増加し

てきたので,1t単速トロリに引き続き2,3t普通形ホイスト用単

速トロリを製作した｡Ⅰビームへの着脱,分解点検が容易な上に廉

価で高性能であり好評を博している｡

走行速度ほ20/24m/min(50/60c/s)電動機出力1.1kWで2t低

揚程から3t低揚程ホイストまでに使用される｡

15.2.3 漁船用ホイスト

このホイストはマグロ延組漁船における魚の揚げおろし用またほ

ノ追5ぢさ=乍塗｡三雲≡一撃警雪塗彗窒璽■毒‾‾‾

■■-･蓋義一一還藍還藁岩壁竪琴蓑夏･蔓
頒墾廻邑官房長運｡還査翌空電還
電囁:___

最㌻云琵≡1;魚油■‡■云i一価べ=仰■ウ況‾
‾八Yノm､

濫慧望云慧慧呈呈望隻
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=ニーーー堅′
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藩
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牽

事

第14図 500kg MH形 窮15図 3t単速′起動 第16図1tモー

ミニホイスト トロリ付ホイスト トルブロック
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第1表 モートルブロック仕様表

形 式

巻上げ荷 屯(t)

巻上げlゞ古 さ〔m)

巻上げ速度(m/min)

巻上げ′i‾㍍動機(kW)

チェソ掛け数

概 略 屯 硫(kg)

操 作

L㌣-r--ご

3.5/4.2

竺口上工_+

1,8/2.1

3BIi

3

1.2/1.4

0.67/0.8

2本土恥ナ13木祉トけ

5BIi

5

0.7/0.8

L5棚け
33 1 50 1 64 1 108

引 紐 振 rF

上記斜線左.l二は5)c/s時,イ一丁ほ60c/s時な示す｡

電源ほ200V50/60c/s 定格は15分

一般船舶荷役用などにも使用さjtる敵船用ホイストである｡電気品

ほ船舶安全法冠左も設節税定を跳足し,潮風塩水にも耐えるよう全寓

閉構造とするとともにメッキロープを用いている〔本体はデリック

クレーンのブームに取り付けて使用できるようドラムはつづみ形,

フレームはすえ抑拶の構造とした〔巻上げ速度は高速および超高速

の二唱速度として能率の向上を図った｡すなわち900kgの荷物を揚

げる際は17/20m/min(50/60c/s),450kgの場合ほ34/40m/minで

ある｡揚程は25mで.操作ほレバー式である｡

15.2.4 モートルブロック

従来簡単に物を持ち上げる機械としてチェソブロックが広く用い

られているが,人力によるものであるから非能率的である｡これを電

動化して労力軽減,能率向上に大いに需要の期待できるモートルブ

ロックを開発した｡本機はチェソブロックの軽量,安価な点とホイ

ストの操rF件の良さを兼ね僻えたもので1tから5tまでの四機穐

である｡小形軽左Hヒのためにフレームに全面的に鋼板稲造を採川し

た結凪窮岳ほ在来他社の屯勅ブロックに比べ例を見ない軽量な製

瓜となった｡上記銅板フレームの採川に際しては軸受け支持方法そ

のはか各種の考案を採f)入れ,ブレーキは長寿命の円板式を採用し,

さらに停電時の解放防止のための安全ブレーキを付加した｡巻上げ

本体は全機種共用とし,チェソの長さおよびつり具のみを変える構

成にして在来他社品より大幅な価格低減を図った｡さらに荷重用チ

ェソはL′1動機により製作され,寸法蹴度的に均質なものを採用し

た∩走行部としてi･ま,各機種とも軽最小形の鎖動トロリを採用し

た｡おもな仕様は第1表のとおi)である｡

15.3 巻 上 機

液体燃料の大幅な進出によるエネルギー革命と昭和37年10月か

らフ岩全実施された貿易のI]ロ_l化に直面する鉱山業界においては,そ

れぞれの条件に止こじ見敢な合珂!化を行なっている｡すなわち運搬機

面においてほその立地条件により,立坑あるいほ斜坑の差であれい

ずれも運搬系統を統(‡集約する形で合理化を実施しており,巻上設

術ほ大察量化し,その運転を安全確実にするために制御方式ほ自動

化され,それに応じる坑l勺外の操巾設備を一貫ぎした系統のもとに枚

械化し,運転は少数の人亡-iによって】I+沿に行なわれるようになって

きた｡

全自動逆転巻上枚としてrt7捕136年1月同和鉱業株式会社納

800kWスキップ巻上設仰iを完成L,引き続いて坑口自動運転の中

興鉱業株式会社納750kW2本ロープケーペ式立坑ケージ巻上設肺

(タワーマシン)を完成した日立聾婆作所は,37年圧に口鉄鉱業株式会

社有明開発車務所納の550kWケーペ式立坑ケージ巻上設肺を工場

完成した｡

本機ほ日鉄鉱業株式会社が有明海上に直径200mの人工島を築

き,将来年間精炭200万tを臼1炭し,能率を100t/人/日にする計

画で建設中の立坑の開さく用に使用されるもので,掘さく硬搬乱

売てん硬搬入などのための坑∪操巾設脈,坑内操申設備とともに連

軌,｢Tl劫運転される｡.

また常磐炭鉱株式会社磐城砿某所に納入した坑践操車設伯1式

ほ,斜坑による運搬の駐約介珊化を行なうためl■q所湯本五坑に設『亡

さJLたケーブルベルトコンベヤによる連続運搬に応じるため,坑内

什低から〃帥により搬出されてきた石朕や鞭な遊子許なくコンベヤへ

机ん込むためのもので,プーラ,プ･･リシ17,チ､ソプラ,キックバッ

クなどが確実,円批こ系統運転される｡

巾村･四lと祁月の冠力相布融通の[‾1l′l勺のもとに棄蜘‾叩細大久野見な

どを経て施さ貸さjtる送電線架線Ⅰ二軸こ使用された延線申ほ,多年の

巻上機製作技術を尽くして1三成さJ′tたもので,口立電線株式会社に

納入し,卦即日充棟式会社の手で架線コニ糾-である｡本機は区間

2,700mに及ぶ架線t了如こ他門される延線張ノJ25tというもので,

使什jさJtる電線のアルミ眼紹を保護するシープライニングと延線作

業を｢‾rJ榊こ行なうために0､ノ14m/milュの無段階変速延緩速度を必

要とするほか,妊線のため必要なワイヤロープと電線との連結部も

遅滞なくそのまま)乱坦せし～､ちることを賛するなど作業上必要とされ

る種々の要求を桃足せしめたもので延線巾として画期的なものであ

った｡

一方飯野海運株式会社松浦砿業所および麻生鉱業株式会社に納入

した斜坑巻上枚6も 巻上時に発生しやすい｢シヤクリ+防止装置を

仙えた新ノノ式斜坑巻上機で､土地条件に適応した巻上機として好評を

博している｡.

ほ3tl日鉄鉱業株式会社有明炭砿仮設巻上設備弟2期工事

日鉄鉱業株式会社イ了明炭砿納550kWケージ巻上設備はまず第1

期丁∴斥の折1立坑掘さく用として巻上やぐらおよび付帯設肺として

のホールデイソグドア,キブル転倒装置を製作納入し,立坑掘さく

キブル制札 スカフォードやぐらとして実動巾であるが,引き続き

冴ぎ2j臥t二部用として本やぐらを使用し,220mレベルの坑道掘進に

使用する550kWケーペ巻上楔,坑口操申設備,坑内操車設備工場

を完成した｡

巻上枚は低周波制御による日動運転方式で,特に日立製作所制御

方式の特長である電圧制御方式を採用し,減速時にほその日動制御

回路により,負荷のいかんにかかわらず一定減速度で減速さjt着床

精度を上げるよう考慮さjlている｡本機は比較的浅い深度でも運転

されるので,ロープスリップに対しても新たに高性能ケーベライニ

ングを開発採用し,また白動運転時にほ完全無接点式開閉器がケー

ジの運行により確実に作動するようくふうされ運転保安上の万全を

ま∽している｡

第17図 日鉄鉱業株式会社有明炭砿納坑口操車設備
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操中設肺特に立坑】i盲Jの機器には取り扱い班利な托気式装貢ぎ亡を採川

し,作動性能の向上を図るとともに衝撃に対しても十分耐える哨造

となっている｡

ケージほ2段デッキで2m3炭中2中郡みとし,Z形撰中が確実

にできるようアクスルカウソタ式ストッパを設けた｡

坑底,坑口の操巾装掛ますべて連動逆転力式を採用し,各機器と

の間には完全なインターロックが設けられ誤動作による危険を防止

している｡-

15.3.2 常磐岩砿株式会社磐城鉱業所納坑底操車積込設備

石炭鉱業における運搬合即化の対‾策として,既設の斜以二を利用し

て高能率化する方法と,抜本l捌こカニ坑を閃さくし,理相的な運搬の

集約を図る方法との両方策が進められている｡

斜坑を長大限に利用し,迩搬の高能率化を凶る方法としてほ,ス

キップ化やコソベヤ化が進められており,これらほ立坑に比べ比較

的低投資と始期閃である程度の改善ができるので,一今後とも炭鉱に

おける合理化対策として発供する帆司にある｡

ここに紹介する坑蛙操申縦基設備ほ,l]本炭砿株式会社エビJ∫鉱業

所納斜坑運炭設備,松島炭鉱株式会社松.【ニJブ鉱業所納坑底操車積込設

隋に次ぐ大規模のもので,常磐炭鉱株式会社祭崎西部斜坑でコンベ

ヤに原炭を積み込むための操申設肺,積込設節一式であり,精炭月

産7万tを産出する能力を右するものである｡

すなわち坑内汁盤からロコで運搬さJtてきた編成庚申ほ,電動ポ

イントによってその積み荷の種現によf)硬車線と原炭中線に顆別し

て送られる｡原炭車はさらにその品種によってA炭線B脱線に種類

分けされる｡この原炭申は延長100mに及ぶ2‡今のカープーラでチ

ップラへと運搬される｡本チップラは特残炭かき出装F芦亡を有し,3

箱連結したまま同時に他界できる福崎280箱の能力を有するもので

ある｡チップラを出た空炭巾は特殊プッシャによってスイッチノミッ

クされ空中線にたが〕られてロコで汁髄へと引きもどきれる〔-･カチ

ップラで放出さJtた原状は小川コンペヤ,ポケットを経てェプロソ

フィーダによF)斜坑ベルトへも‡な込まJtる〔運搬途I二原炭の破砕を

梓力防止するため,各校器の.設計に考慮が払わjtており,特にポケ

ットにほ階段シュートが.設荘呈されている｡

本設州iの完成によって従来ネックになっていた述搬系統が集約弁

理化されたことほ江L‾lに伯する｡

15.3.3 シャクリ防止装置付斜坑巻上機

綻似斜斜坑に.即てした詮卜機で,_卜げ亨lイブ引巨三の一式■ミ,非.丁;†ブレーキ

が掛かると制助川ニュってロープiこタ′レミが起き,いわゆるシヤク

リ現象が生じ,放悠の切合にはロープ石ご切断する危険が生ずること

がある｡

++王或過⊥
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比

姓エ
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､､処連出

血ンラグ三/呈:±

圧主迎_二g

節19図 運 搬 系 統 図

従来この防【L方法には根本的に解決したものはなかったが,日立

聾川三所の研究純米,非常切替弁とクラッチ作動弁との組み合わせに

よって,ii川司巻上概はもちろんのこと復胴巻上機に二机､ても上荷側

のブレーキを緩和し,シ17クリを防止する制動枚を完成した｡

弟20図ほ復胴巻_L梯如こ誰打ラモされたシヤクリ防止装臣付制動機の

拙作説明図であり,第2=図は本装粁を具備した飯野松浦炭砿株式

会社納400kW複胴巻上機の全休岡である｡

また第22図は麻生Illm炭鉱株式会社納600kW単胴巻_l二枚に本

装ij二二王を設‾【ど亡した概観図である｡

本シヤクリ防止装距の完成によって斜坑巻_[二機の保′女性能はさら
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第22図
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麻生山田炭鉱株式会社納600kW単胴巻上機

(シヤクリ防止装置制動機付)

に確実になるとともに需要の拡大が期待される｡

15･3･4 延 線 車

四国の水力発電所帯と,小国,九州の火力発電所地帯との電力相

互融通による経済的運用を図る目的で,高圧送電線娃設が始まった｡

送電線ほ瀬戸内海に点在する砧々を飛び石伝いに南北に横断し,海

峡部は最小972mから最大2,357mの径問のもの6箇所,鉄塔高さ

は100m以上が7基でその最高ほ2261Tlであるなど長径間箇所の多

い大規模な海峡横断高圧架空送電線建.設は,世糾こもその例をみな

い郎明的なものである｡海峡ほ船舶の航行がほげしく,湖流も早

い｡電線の延線張力は最大25tに達する｡電線を海水につけると腐

食の弊害があることから,紅組工法ほループ延線方式が拭川され,

延線コニ車用延線申をR立製作所が拳法作,口‾わ二電線株式会社に納入し,

電源開発株式会社がこれを使朋して,記録的な架線工∃引こ成功を収

めた｡

日立製延線申ほ初めてではあるが他社聾如こ比べ新棟軸と多くの特

長を持っている｡すなはち第23図に示すように,機械ほ延線中本

休,ノミックテンショソウインチ,大約申,大約申ウインチほか各種

釣車などからなり,延線串本体は従来の2ドラムの2輪式を脱皮し,

シューチエンドライブ方式の1輪式としたので,延線中に電線とメ

ッセンジャワイヤロープのジョイントの通過が可能で,ドラムのシ

ューチェソアルミライニソグの使用により,電線やワイヤロープが
すべらず特に電線に損傷をあたえる恐れがない｡また可動巽トルク

コンバータを使用しているので,その特性を生かして延線速度を

0～14m/minの間任意に変えられる｡ロープの水切り引き上け能

力が十分あることから工事の期間短縮や費用の節拭など能率を飛陣

的に増すことができた｡その他バックテンショソウインチにほトル

クモータを使用し,延線中本休との延練達度に同調し作業が円滑に

できるなど,記録的な送電線建設に貢献するところが大であった｡

15.4 コ ン ベ ヤ

は4･1ロンピン鉱山納鉱石用1′400t/hスタッカ

木椀はマレー連邦ロンピソ鉱山納で,海岸の貯鉱場中央を走る機

長約500mのベルトコンベヤにまたがり走行し,貯鉱能力最大1,400

t/hを有するものである｡本体,それに続く傾斜コンペヤ,トリッ

パコンベヤにより一構成される典型的な連れ子トリッパ式スタッカ

で,旋回半径33･5mの長大なブームを備え,特にその積み付け高

さは18mにおよび国産記録l甘lである｡

本体の上部旋l叫体は僻仰するブームおよび併f仰機械フレームをピ

ソ支持し,門形フレームのコロパス上を旋回し,セソタポストによ

評
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第23図 延線車概念図と海上延線作業図

第24図 シューチエンドライブ方式の

1輪式延線車本体

り中心部を支持さズtる｡後方の傾斜コンベヤほピソにより脚下部に

接続され,単独のベルトコンベヤを備えている｡

ブーム上のベルトコンベヤはその緊張用量錘を滑車によりブーム

反対側に設け旋回体のバランスの助けとしている｡各コンベヤの駆

動装掛まいずれも流体継手を使用して起動時の衝撃を緩和するほ

か,逆転防止用の押上擬ブレーキ,スリップ防1ヒ用開閉器,非常停

止装閃など保安に万全を期している｡

その他取扱物,荷役条件により下記のノー､て緒考慮した｡

(1)紫電装琵引まトルクモータによるケーブル巻取方式である

が,走行距離が長いため一定区間内における積み付け作業の電源

は主祭電ケーブルによるが,積み付け区間変更のための長距離移

動は別の走行専門の補助ケーブルを使う方式とした｡

(2)鉱石処理を考慮してシュートの流れ面には角鉄ライニソグ

を施し,シュート下部にほゼロプレッシャ形の緩衝キャリヤを使

用した｡

(3)各コンベヤの接続部ほ両者の重なりを多くし,また適当な

ダストシュートを設Hて退りベルトについたダストの処理を十分

に行なった｡

15.4.2 タロッブコンベヤ

分塊忙延工場において,製品の流れは連続したものであるが,圧

延t程｢いせん断機により発生した忙延鋼塊の切片(グロップ)の搬出

について,普通せん断機の下に,バケツなどの容器を置き,容器に

たまったものを間欠的に搬出する方法が多くとらカtている｡
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第25[実l鉱石用1,400t/hフ1メ､ソカ(伽旧i)

第26図 鉱二｢川Jl,400t/llスタ､ソカ(正面)

口二延丁場よりこの切片を連続的に搬出するため,圧延設肺巾に設

けられる装‾r托がクロッブコンべヤである｡

クロッブコソべヤは,せん新枕より切り満とされた圧延鋼塊の切

片をコンベヤトラフ上に受け,役列のチェソに取り付H‾られたスク

レーパにより傾斜をもつトラフ+二を述我蔓し,台車などまで連続的に

搬汁ける装羅である∩ 第27図は八幡製鉄株式会社戸畑写皇道所の分

塊口三延設併計1一に設flウ■‡されたグロッブコソベヤで,トラフ州1宙2nl,コ

ンベヤ全長39.511】,電助機37kWのヰ)のであるn

15.4.3 駐車ピル主務チェンについて

(1)緒 言

現在,交通量の土削【川こ作い,邦卜恥rゴよび大都市内における駐車

が,社会的l‡り題となり,この駅中F‡ij題の解決策として,狭い面杭

にて,多くのl'l勅中な収縮できる‾､ンニ体メリーゴウランド式駅中ビ

ルが時代の脚光を浴びている｢.召且在大都巾l如こ,既に5～6千丁立

ち,今後さらに増加することが一丁想され,口立金属⊥業株式会社

もすでに駐車ビル羊務チェソを,数社より,10数台の受注および

引き合いを受けている｡

(2)駐車ビルの概略

立体メリーゴウランド式駐車ビルは特殊アタッチメントの付い

た2連のエンドレスチェソを垂厄並列に取り付け,チェソ間に,

取り付けられたケージに,日動車を杭職L,地面に対して垂直

に,自動申を収容する∩

(3)駐車ビル]三務チェソの仕様

F社納の駄申ビル主務チェンの什様は次のとおりである｡

破 断 繊 度 140t

チエンピツチ 350mm

アタッチメント 6Pごと特殊アタッチメソト什

数 量 6リンク×20×2列=240リソク

第27周 八幡製鉄株式会社納ク1コップ

コンベヤ工場1勺仮組立中

ぎ
‡

‡

第28図 F社納駐車ビル主務チェン

15.5 車両用荷役機械

15.5.1油圧式サイドチップラ

従来のサイドチップラは,電動機構を介して機械的に駆動(傾転)

するものが多く,特に貨車のクランプ装置と慣転放出終了後の貨車

側板起こし作業には,多数の人力を必要とした｡木椀ほその点を油

圧機構を採用して大きく改良したもので,この油圧により賃率クラ

ンプ,憤転,側板起こし作業の連続動作を行なわしめ,今まで8～

9人の人プJを必要としたサイドチップラ操作を,3人程度でできる

ように設計製作されている｡

操作ほ,四連マルチプル操作バルブにて行ない,油圧としては

100kg/cmZ140J/minのギヤーポソプ1台によっている｡

サイドチップラ傾転用主シリンダにほ往復形を2組使用,フロー

コントロールバルブにより双方の動作が自動的にバランスするよう

考慮してある｡

側板起こし装置は4組一体でラインシャフトにより結びシャフト

上に回転可能なゴムタイヤを取り付け,油圧シリンダを介して貨車

側板を押し上げるようになっており,油圧クランプ装置ほ6組装備

されている｡

また処理可能な貨車はトキ15000,トム39000とトム50000で,

トキは1回1両,トムは1回2両である｡

15.5.2 コンテナスライダ

新東海道線のコンテナ列車のコソテナ荷役用に使用するコンテナ

スライダが完成し,日本国有鉄道大井工場に納入された｡これはさ
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第29図 油圧サイドチップラ

きに納入したコンテナシフタと同様の目的に使用される荷役機械で

あるが,相異点はコンテナ底部をそり状にしてコンテナをすべらせ

る方式である｡コンテナスライダは従来のフォークリフト荷役に比

較して駅構内所要面積が少なく建設費が節減され,かつ専用化され

るので能率が良い∩ コンテナスライダは油圧駆動により横行するス

ライダをコンテナ底部にそう人しストッパでロックして引きずり出

す方式である｡このため,コンテナを持ち上げる必要がないので小

さな動力で済み,操作も容易である｡

仕様 コンテナ 5t 桝行ストローク 8m

横 行 速 度10～30m/min

15.る 空気輸送椴

24年度以来空気輸送機を製作しているが,年間の納入件数ほ年々

増加の一途をたどり,37年度までに納入実績約400件,取り壊った

粉粒体の種類ほ約40種に達した｡空気輸送装置ほほかの機械的輸

送装置には見られない多くの特長を持つために,粉粒体の荷役輸送

にはもとより,最近ほ製造‾Ⅰ二程の一環としても用いられ,合成化学,

食品 窯業,火力発電,鉱業,土木建設などの各方面で製品の品質

向上と企業の合理化の上に重要な役割を果している｡

37年度における需要の傾向は36年度に引き続き化学‾I二業方面の

需要が増えたことで,令休の約70%がこれにあたっている｡消費経

済の成長に応じて合成樹脂,アルミニウム製錬,ビール工場などの

新増設を見,それらの丁場では原料から鮒Ir-1に至るまでの粉粒体の

輸送を空気輸送によって行ない,生産の合筆i!化を図っている｡

なお設計法の進二如こよって高能率の輸送が可台如こなり所要動力の

大幅な低減を見,粉体の輸送には新しい形のブロータンクが実用さ

れるに至った｡また従来愉送が閃難とされ,空気輸送の対象¢こなら

なかった粉粒体も輸送されるようになり,窄気輸送の適用範囲が拡

大した｡

さらに新製品としてほ気流乾燥装置を開発し,都市の汚泥を乾燥

して土質改良用の客土あるいは肥料とする試験に成功して,都市衛

生設備の近代化の糸口を開いた｡

37年度完成したおもな空気輸送装掛ま次のとおりである｡

(1)合成樹脂輸送装置

日本レイヨソ株式会社宇治工場,三菱油化株式会社川尻工場な

どに大規模な合成樹脂の輸送装置を納入した｡

これらの装置では全機器をステンレス鋼で作り,輸送には浄化

した空気あるいは窒素を用いて輸送物の汚染,酸化を防いでいる｡

また輸送系統には多くの切替弁があって任意の系統に輸送を切り

替えるようになっているが,それらを1箇所の制御室で管理して

工程の監視と生産の合理化を図っている｡

(2) ビール原料輸送装置

近時ビールの需要の増大に応じてビール各社ほ新増設が盛んで

第45巻 第1号

第30図 コ ン テ ナ ス ラ イ ダ

第31図 大豆 荷掲 げ 輸送 柴 田

第32図 新形ブロータンク式輸送機(工場試験中)

ある｡37年度ほ日本麦椚株式会社,麒麟安酒株ぺ会社に対して原

料大麦の受H‾入れから仕込みまでの各I二矧丁口の移送,米,澱粉な

どの副原料の輸送など合計して22系統の空気愉送.設備をソ亡成納

入Lた｡

(3)大豆荷揚げ輸送装琵

四日市油脂株式会社,豊年製油株ノ〔会社の船からの大豆輸送装

置を完成した｡これらは船倉から陸上のサイロまで大豆を能率的
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第33図 了i脚立術研究所納日立ハイドロホイスト

に陸拗けし,さらにくんカ§,糊勿除ムの酪 袋詰めして搬出する

大観模な荷役j没似である〔J

(4)アルミナ愉送矧定

住友化甘｢二諾株式会社糾握製造所,口獅U電⊥株式会社千葉工

劇こそれぞれ7ルミナ輸送生きi/■ト式な納入した｡いずメtも船倉に

ばら横みして和上焔送して末た7′しミナな岸壁に設けた吸引ノズ

ルによ/〕て吸い上げ,仕上のサイロまで愉送する吸引輸送系統と,

さらに製臥【二切まで輸送する†1三送系統とからなっている｡近代的

なアルミニウム■鞍辻練I二跡こおける愉送脚F缶として,?巨気輸送の長

所を追憶なく発揮し中産の合理化に寄ケしている｡

(5)セメント輸送装置

船倉にばら桜みされたセメントを陸上のサイロまで圧送する新

形ブロータンク式輸送株を日本セメント株式会社に納入した｡こ

の装掛ま狭い船内に据え付H-ることができ,しかも輸送能力が大

きく単位輸送量当たりの所要動力が少ないことを特長としてい

る｡

】5.7 水力輸送装置

石炭産業の技術革新に伴い,高搾杜水力輸送矧迂が世界的に大き

くクローズアップされてきた｡目iヒ;担作所では甲くからこのノ､イド

ロホイストの将水性に?ト臼し,川二界にさきがけて独自の研究開発を

進めてきた｡今回l‾1胡淵二の方式による二桁炭技術研究所古河好間試

験所納口カニハイドロホイストおよび中興鉱業株式会社江口鉱業所納

目立ハイドロホイストがあいついでンヒ成し無事現地試験を終了し

た｡日立/､イドロホイストはこJtら装荘のンヒJ如こより,普及発嫉へ

の道を人きく踏みたすこととなったっ

(1)石炭技術研究所納【‾はハイドロホイスト(弟33図)

本ハイドロホイストほ口立替圭作所独白の主管圧送式直線形並列

多管交互運転プJ式(特許226605-り-)であり,l一位製作所の貴重な

経験の成果が数多く折り込まれている｡弟34図ほ装置の主要部

分の系統図を示す｡すなわち5本の直線形給炭器を備え,ブレー

ドレスポソプから給炭器中に送り込まれた混合液を,バルブを切

側路管 チェッフ井

役

手動プレート弁操作川ノしプ

萱菅式絵絹酢用苦塩剋⊥!虹___+.仙.____
(常時間) 直
月/

_〟

坑外7ト槽

上郡用非常弁

坑口

70レート升

(常時閤)

仙J

_/帖

カ

圧送用
高圧タービン

ポンプ●

み損作間州けβ

手動プレト弁
(常時閑)

分配装置

プレートレスポンプ
取出装置

q

葛

坑底用非常弁
(油圧コーン♯l

瑞作用パルプで

手動プレト弁し常時開〕

引水薦補給7kポンプ

第34因 子f炭技術研究所納日立/＼イドロ

ホイスト主管系統説明図

璽禦
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第35図 中興鉱業株式会社江口鉱業所納

日立ハイドロホイスト

り香えることにより,高圧タービンポノブで坑外に排出する方式

である｡バルブの切り替えほ油圧で行ない,中央の指令装置によ

り与えられたタイムスケジュールどおりに整然と運転する｡現地

試験の結果,体積濃度20%,輸送量100t/hで,ウォータハンマ

など異常現象なしにきわめてド]滑に運転できることが判明した｡

装置の諸元は次のとおりである｡

輸 送 物

管 路 延 長

管 内 径

輸 送 圧 力

最大粒度54mmの原炭

1,690m

164.7mm

52kg/cm2

(2)中興鉱業株式会社(ilニロ)納日立ハイドロホイスト(弟35

図)

石炭技術研究所のものと同じ形でただ給炭器がコイル状の形

(特許第250447号)のものである｡水洗ボタ輸送用で坑外に設置

されており,水平距離1,000mの間を濃度30%で輸送することが

できた｡
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